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令和４年度 羽沢スポーツ会館 自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利 用 者 

サービス 

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

〇運営委員会の地域力を活用した地域ニーズの把握 

・寄せられたニーズを反映した事業展開と施設運営 

・当館の利用者の多数が近隣の小学生、中学生であるこ

とから近隣の小学校、中学校の月単位の行事日程表を運

営委員会の会長を通じ入手し、スタッフが日常の館運

営・対応に役立てた。 

・羽沢地区スポーツ振興協議会にて新しい競技、「ラダー

ゲッター」、「ボッチャ」等を広める活動をしていること

を運営委員会会長を通じて把握し、6 月開催の自主事業

0602 イベントに新競技の体験会として取り入れ、 

小学生、高齢者含めこの新しい競技を楽しんだ。 

・地区の子ども会より 12 月土曜日午前中に 100 人単位で

の催しを当館にて行いたいとの要望があり、通常は「個

人利用」日であったが運営委員会会長と相談の上、地域

のニーズを優先することとし、事前に当日が「個人利用」

できない旨を他の利用者に館内掲示にて知らせ、対応し

た。 

 

地域の社会福祉協議会・自治連合会の

行事に積極的に参加して地域の 

ニーズを把握し、できることは出来る

だけ反映、協力していきたいと思いま

す。 

A 

ウ 公の施設としての管理 

〇公平公正な施設利用の実現と接遇および情報提供 

・利用受付ルールの徹底と公平な抽選の継続 

・施設利用予約の状況開示とその徹底 

・団体利用申込時に、利用希望日時・部屋が重複した場

合は、くじ引き抽選を実施し、公平な利用を徹底した。 

・１か月前までの予約状況を掲示板及び予約表で常時開

示した。電話での予約状況の問い合わせ等にもきめ細か

く対応し、特に、新規利用団体には、施設利用時の各ル

ールの遵守をより丁寧にお願いし、公平・公正な接遇に

努めた。 

・11 月中旬より当館のホームページを公開し、インター

今後も公平公正な施設運営に務める。 B 
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ネットを通じて当館の「施設利用状況」を閲覧すること

が可能となった。 

 

(4)エ 利用者ニーズの把握と運営への反 

〇利用者会議の実施 

・利用者との交流による相互理解、意見収集とその反映 

・例年８月中旬頃対面集会で実施している利用者会議は、

コロナ禍のため実施せず、書面郵送による団体利用者へ

のアンケートを実施する方向で検討している。 

・自主事業の参加者へのアンケートを下記の通り実施し

た。 

① 10 月ハロウィンバスケ・フリータイム 

参加者より「ビブスを用意したり、試合の審判を

館側で用意してくれたり、とても楽しめた。是非

次回も参加したい」と好評なアンケートが多数あ

り 

② 11 月菅田・羽沢西部地区健康ウォーク 

「子どもと一緒に初参加して大変楽しかった。 

またイベントがあったならば参加したい」と好評

なアンケート多数あり 

 

コロナ対策の 2 類から 5 類になるに伴

い制限は緩やかになりましたが、当館

では引き続き道具、椅子の消毒は行う

こととする。 

B 

オ 利用者サービス向上の取組 

〇利用者ニーズの把握とその反映 

・利用者アンケートの質問内容を精査して実施する 

実施後は結果の検証によるサービスの向上を図り、 

同時に調査結果を開示する 

・ＰＤＣＡサイクルによる施設運営と事業の改善 

・備品の適正管理と更新や新規購入、消耗品の備蓄 

・昨年度の利用者アンケートにて出された備品に関する

利用者要望につき下記の通り対応した。 

① スポーツ室冷暖房要望について 

－＞扇風機 1 台を廃棄し新品に更新（予備 2 台） 

② 温水器の早期復旧 

－＞12 月に温水器の更新工事完了 

温水器が更新され衛生面では向上した

と思う。また防犯カメラ、放送設備、

冷房設備などの経年劣化のため為不具

合が発生しています。速めの対象をし

たい。 

B 

    

業務運営 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制  

〇午前・午後・夜間ともに１人勤務であり、 

・毎月のスタッフミーティングでは、施設運営上の課題

を共有し、課題の検討、解決を図った。また、日常業務

において発生した問題については随時、運営委員会会長

スタッフミーティングを行いスタッフ

間の連携、意思統一を図ります。  

 

B 
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合計 6 名のスタッフがローテーションで管理運営。 

〇運営委員会とスタッフが連携を密にし、円滑な運営 

 に努める。 

〇勤務交代時の情報伝達には、業務日誌等を活用 

とスタッフが連絡を取り合い、解決を図った。 

・１人勤務のため、伝え漏れのないよう、業務日誌や連

絡用ホワイトボード、伝言メモを活用し、スタッフ間の

情報共有を図った。 

 

  

ウ 緊急時の体制と対応計画 

 〇施設内外の安全確認の実施（３回以上／日） 

 〇コロナウィルス感染拡大防止対策の徹底 

 〇緊急時対応の確立 

・避難誘導、救命救急措置優先の徹底 

・事故防止マニュアルのヒヤリハット事例再確認による 

事故防止対応力の強化 

・定期的な自衛消防訓練の実施 

・施設内外の安全確認は、午前・午後・夜間の各時間帯

で確実に実施した。 

・全員が、新型コロナ感染拡大防止の意識を一層持ち、

利用ルールの徹底（検温、消毒、マスク着用、利用中の

換気、３密の回避等）を図った。 

・令和４年 11 月下旬に避難訓練、火災通報訓練を実施し

た。避難用ハッチの開閉、はしごの操作、非常用ベルの

操作などについてスタッフ全員で再確認を行った。 

 

 

今後も避難ルートの確保、救命措置、 

ヒヤリハット事例確認、自営防衛訓練

に取り組んでいきます。 

 

B 

(4)ア 設置理念を実現する運営内容 

〇利用者ニーズ・地域ニーズを踏まえた事業の展開 

   ・魅力ある自主事業の展開 

  〇地域協働・地域連携事業の展開 

   ・地域防災拠点防災訓練、地域ボランティア等に参加 

  〇公平公正できめ細かく質の高いサービスの提供 

・3 年ぶりに 6 月に 0602 イベント、10 月にハロウィンバ

スケ・フリータイム、11 月に菅田・羽沢地西部地区健康

ウォークを開催した。0602 イベントでの新競技「ラダー

ゲッター」「ボッチャ」体験会、11 月下旬の菅田・羽沢西

部地区の健康ウォークの新しいコース、休憩場所での「枯

れ葉遊び」など新しい取り組みも行い、参加者より好意

的なコメントをいただき手応えを感じた。 

・１０月初めに羽沢地域防災拠点訓練が実施され、当館

スタッフ１名が参加。スタッフミーティングで参加報告

を行い、スタッフ全員の防災意識の共有を図った 

 

利用者のニーズに応えるため地域の 

スポーツ推進委員会連絡協議会、青少

年指導員の皆さんに手伝いを 

B 

イ 利用促進策 

〇利用者の視点に立って応える施設の運営 

・利用者会議の実施 

・利用者に寄り添う業務の実践 

・利用の問合せ、新規利用を希望する利用者に対しては、

利用者目線に立った分かりやすい対応を心がけた。また

新規利用団体登録も積極的に進め、利用者の増加に努め

た。 

いつでも利用者に寄り添った施設運営

に務める、利用者の増加につなげたい。 

B 
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キ 本市重要施策に対する取組 

〇情報公開 

   ・羽沢スポーツ会館の情報公開に関する規定のもと、 

    臨機応変な対応力の向上 

  〇人権尊重 

   ・人権研修の徹底 

   ・心のバリアフリーを推進 

  〇環境への配慮 

   ・ヨコハマ３Ｒ夢の推進 

〇市内中小企業優先 

・当館利用ルールを館内にわかりやすく掲示、予約情報

の窓口掲示、電話等での予約状況の問い合わせへのきめ

細かい対応を行った。また、年度事業運営計画、実績等

の開示・閲覧、また利用者からの意見・要望、それに対

する当館の回答など、利用者がいつでも閲覧できるよう

に情報公開を進めた。 

・当館の利用ルール、年度事業運営計画、実績等につい

ては 11 月中旬に公開した当館ホームページにて公開し、 

インターネットを通じて誰でもが閲覧できるようにし

た。 

・利用者の意見・要望については、運営委員会・スタッ

フミーティング等で検討し、その検討結果及び理由を速

やかに館内に掲示した。 

・利用者のごみの持ち帰りの徹底を図った。また、缶、

ビン、ペットボトルのリサイクル徹底。更に、館内文書

類の裏紙使用、両面コピーの徹底など紙使用量の削減を

図った。 

・施設内の備品類の修理、購入にあたっては神奈川区、

横浜市の中小企業を選定した。 

・利用者目線での必要な情報公開、開

示を徹底していきたい。 

・人権研修を通じて得たものを、日々

の利用者への接遇において実践できる

ようこころがける。 

・継続してヨコハマ３Ｒ夢活動を推進

しリデユース、リユース、リサイクル

の徹底を図りたい。 

・今後も備品の修理、購入ついては 

市内中小企業を優先するように務め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 
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ク アイデア提案を募った項目（該当施設）    

(5) 自主事業計画 

  〇新型コロナウィルス感染拡大防止対策を徹底 

しながら、幅広い年齢層を対象に地域住民の 

ニーズを反映した事業の展開 

   ・０６０２イベント（青少年向け事業） 

   ・「健康ウォーク」（成人向け事業） 

   ・ハロウィンバスケフリータイム（青少年向け事業） 

   ・新春子ども書き初め大会（地域協働事業） 

 

・3 年ぶりに 6 月に 0602 イベント（参加者 91 名）、10 月

にハロウィンバスケフリータイム（参加者 17 名）、11 月

に菅田・羽沢地西部地区健康ウォーク（参加者 18 名）を

開催した。0602 イベントでの新競技「ラダーゲッター」

「ボッチャ」体験会、11 月下旬の菅田・羽沢西部地区の

健康ウォークの新しいコース、休憩場所での「枯れ葉遊

び」など新しい取り組みも行い、参加者より好意的なコ

メントをいただき手応えを感じた。 

・新春子ども書き初め大会についてはコロナ禍がまだ収

束しないこともあり集合しての大会は開催せず、個別に 

参加者が作品を郵送する形となった。 

 

どのような自主事業が可能か他の施設

での実施例などを参考にしながら運営

委員会で検討し進めていきたい。 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 施設の維持管理計画    

〇清掃活動 

   ・スタッフによる日常清掃（３回以上／日） 

   ・専門業者による定期清掃（４回／年） 

  〇テラスの遊具点検 

   ・スタッフによる日常点検（３回以上／日） 

   ・専門業者による定期点検（１回／年） 

  〇消防用設備点検 

・定期清掃、遊具の点検、消防設備点検は、年間契約に

基づき、委託業者によって確実に実施された。 

・スタッフによる日常の清掃及び遊具を含めた施設点検

は、１日３回確実に実施した。 

・５月と８月の施設点検日にスタッフ全員で除草と植栽

剪定を実施。 

今後も日常の清掃、定期清掃、遊具の

点検、消防設備点検等の徹底を図りた

い。 

 

B 
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   ・専門業者による定期点検（２回／年） 

 

職員育成 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

〇午前・午後・夜間とも各１名、 

合計６名のスタッフがローテーションで管理運営 

  〇一人勤務であり、運営委員会は、スタッフと遅滞なく 

連携し運営に努める。 

  〇勤務交代時の情報伝達には業務日誌等を活用 

 

・日常業務研修及びスタッフミーティング、業務引き継

ぎ時等を利用し情報の共有に努め、業務対応力の向上を

図った。 

・日常業務における利用者への対応や課題等の解決に対

し、運営委員会会長とスタッフ間で随時連絡を取り合い、

円滑な運営に努めた。 

・業務日誌や連絡用ホワイトボード、伝言メモなどを有

効活用し、スタッフ間の情報共有の徹底を図った 

 B 

イ 個人情報保護等の体制と研修計画 

〇個人情報保護の徹底 

  〇研修計画 

・施設内業務研修 ・人権研修 

・個人情報が記載されている書類は、鍵のかかる書棚に

保管。当日ご利用の団体利用許可書や、個人情報が記載

されている書類は、裏返して置くなど、利用者の目に触

れないよう徹底した。 

・コロナ禍により提出をお願いしている個人利用カード

は、利用者の目に触れないよう保菅。保管期限が過ぎた

ものは、シュレッダーでの廃棄処理を徹底した。 

・個人情報保護研修は、コロナ禍のため、スタッフ全員

が個別に研修資料により学習し再確認を行った。 

・人権啓発研修についてもコロナ禍のため、スタッフ全

員が個別に研修資料により学習し再確認を行った。 

今後もスタッフミーティング、日常の

引き継ぎ等の業務を的確、確実に遂行

できるようスタッフ全員で協力を進め

たい。 

 

B 

    

財  務 

事業計画書 

(6) 施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

〇利用者による施設使用後の清掃活動協力の徹底 

 

スポーツ室、会議室利用後は、利用者に清掃及び使用し

た器具の原状復帰をお願いした。 

今後とも左記を徹底する。 

 

 

B 

(7)ア 収入計画の考え方    

イ 増収策    

ウ 支出計画 ・夏季冷房２８℃の徹底 今後も左記を徹底する。 B 
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〇事務費・管理費節約努力の徹底 

   ・冷暖房温度管理 ・裏紙使用 ・施設未使用時の消灯 

   ・備品等軽微な修繕の自前実施 ・ゴミの持ち帰り 

   ・植栽剪定、除草や外構掃除の自前実施 

 

・裏紙・両面コピーの徹底 

・スポーツ室,会議室未使用時の照明消灯及び 

日中の廊下、トイレ照明消灯の徹底 

・利用者ゴミの持ち帰り徹底 

・植栽剪定・除草を自前で実施 

・備品類（スポーツ室時計、アンプの断線） 

の小規模修理を自前で実施 

 

(4)カ ニーズ対応費の使途（地区センターのみ）    

    

そ の 他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

 

 

 

 

 

   

利用者等

の 意 見 

利用者等の意見の把握方法 

・ホットボイス ・利用者会議 ・利用者アンケート 

 ・運営委員会 ・日常業務中に寄せられる利用者の声 

 

団体利用者より駐車場について、Ⅰ団体２台以上利用できるように要望あり、スタッフミーティン

グにて検討、公平かつ安全な利用の観点からⅠ団体２台のルールを守るべきとの結論に至った。要

望した団体に検討結果及び理由を知らせるとともに、その内容を館内に掲示した。団体利用申請書

類にもその内容を掲載して予約時に徹底し理解を得た。個人利用についても駐車場の利用要望が出

されたが、公平で安全な利用のため個人利用時の駐車場の利用を控えてもらうことを確認し、対応

を共有した。館内外に個人利用時の駐車場利用できないことを掲示し、利用者へのルールの徹底を

図った。 

 

 

≪自己評価≫ 

Ａ：計画、目標を上回って実施 

Ｂ：計画、目標を保持して実施 

Ｃ：計画、目標を下回って実施 

 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 


